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耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

食べて、見て、

楽しめる♪

表紙の写真

　10月13日、杭名小学校で地域

交流学習が行われました。参加し

た児童35人は、地域の人や講師

の指導の下、絵手紙やエコクラフ

ト作成などを体験しました。楽器

演奏体験では、児童たちはサック

スやドラムなどを限られた時間の

中で一生懸命練習し、最後にはみ

んなの前で演奏を披露しました。

地域交流学習

（杭名小学校）

にしきふるさとまつり

日時　11月19日㈰　９時20分～ （小雨決行）

場所　岩国高校広瀬分校グラウンド、ひろせ本通り商店街

●歌謡ショー（京太郎・伊藤咲子）、岩

国太鼓、神楽、中高生による吹奏楽演奏

などのステージイベント、北海道斜里町

物産展、生涯学習作品展、各種バザー、

よさこい、餅まき

問ＮＰＯ法人ほっとにしき☎�2345

錦総合支所地域振興課☎�2110

日時　11月26日㈰　10時～ （雨天決行）

場所　周東ふれあい広場

周東食肉フェア

日時　11月19日㈰　９時～ （小雨決行）

場所　玖珂こどもの館前広場ほか

●幼稚園遊戯、吹奏楽演奏、パレード、

鞍掛合戦出陣絵巻、谷
や つ

津神楽、玖珂太鼓、

各種出店、餅まき、生涯学習文化展など

※駐車場として旧玖珂中央小学校のグラ

ウンドを開放

問鞍掛城まつり実行委員会事務局（玖珂

総合支所地域振興課内）☎�2511

鞍
くらかけじょう

掛城まつり

●各種出店（高森牛の丸焼き、豚汁、と

りむすなど）、ステージイベントなど

※駐車場として高森小グラウンド、周東

中グラウンド（一部）、中央グラウンド

などを開放

問周東食肉フェア実行委員会事務局（周

東総合支所地域振興課内）☎�1111
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秋まつり特集

日時　11月５日㈰　10時～16時 （雨天決行）

場所　錦帯橋鵜飼広場

Ｉステージ　岩国太鼓、清流光神ハクジャオーショー、

市民活動団体による活動 PR など

ＩWAKUNI 15万パワーブース　特産品販売、市民活

動団体・企業による体験コーナーなど

うま I ブース　郷土料理や岩国で出店している店舗に

よる「食」のブース

ふれ I 福祉ブース　Kid’s ストア（児童・生徒のお

仕事体験）など

岩国秋のパン祭り　米川小学校の子供たちが夏休みの

仕事体験で企画販売したオリジナルパンも登場

問（一社）岩国青年会議所事務局☎㉓1177、観光振興

課☎㉙5116

Ｉ
ア イ

－フェスタ 2017
『Re：Born』～ 結ぶ・つながる・広がる ～

本郷ふるさとフェスタ 2017

ステージ　本郷小学校合唱・合奏、本郷中学校合唱、

ダンス、岩国工業高校吹奏楽マーチング演奏、太鼓演

奏、バンド演奏、本郷ボニータフラメンコ、歌謡ショー

（入山アキ子）、宝くじ大抽選会、餅まきなど

ステージ以外　射的、フワフワドーム、ＢＭＸ自転車

体験、グラウンド・ゴルフホールインワン大会、バザー、

出店など

問本郷ふるさとフェスタ実行委員会（本郷支所地域振

興班内）☎�2311　

日時　11月５日㈰　10時～15時 （雨天決行）

場所　きらめき交流プラザ、本郷グラウンド

ステージ　みかわ保育園児太鼓演奏、美川観音太鼓

演奏、美川小学校演奏、神楽演舞（向峠神楽保存会）、

玖珂太鼓保存会、ＡＭＭダンス、歌謡ショー（工藤あ

やの）、お楽しみ抽選会、餅まき

ステージ以外　ちびっこ広場、体験広場、チャレンジ・

ザ・スポーツ、豚汁販売、各種出店など

問美川ふるさとまつり推進協議会（美川支所地域振興

班内）☎�0329

日時　11月12日㈰　10時～ （雨天決行）

場所　美川グラウンド（美川町小川）

美川ふるさとまつり

各会場には、できるだけ公共交通

機関を利用して来場してください

楽しいイベント盛りだくさん ！
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今はじまる千年の物語～第一章～

錦帯橋芸術祭

　世界に誇る木造橋である錦帯橋を守り続け、文化芸術により錦帯橋の魅力をさらに高めるために、さまざま

な催しを行います。最新情報は市ホームページで確認してください。

問錦帯橋芸術祭事業推進委員会（文化振興課内）☎㉙5211

錦帯橋に沿って錦川の川面と両岸に篝火を設置し、錦

帯橋を自然な灯りで照らし出します。

錦帯橋篝
か が り び

火

日時　11月10日㈮～12日㈰　17時～19時

場所　錦帯橋

ＩＪＣ岩国市ジュニア合唱団と公募参加者が錦帯橋上

で「市歌」「ふるさと」「荒城の月」を合唱します。

錦帯橋で岩国市歌を唱おう
－岩国市歌の大合唱 on 錦帯橋－

日時　11月11日㈯　17時～17時30分

場所　錦帯橋

高等学校吹奏楽部や市内各文化団体などが出演します。

文化芸術団体ステージ

日時　11月11日㈯・12日㈰　13時～16時

場所　錦帯橋鵜飼広場

ドリッピングアートで、錦帯橋周辺の大自然をパネル

に表現しませんか。誰でも参加できます。

ドリッピングアート…絵の具を垂らして色を置く表現技法

ドリッピングでカラフルアート

日時　11月11日㈯・12日㈰　13時～16時

場所　錦帯橋鵜飼広場

電子ピアノとヴァイオリンの演奏です。

岩国徴古館ミニコンサート

日時　11月11日㈯　18時～、19時～

場所　岩国徴古館

宮司による神事・雅楽演奏・吟詠奉納・宮もみじ燗酒

のふるまいを行います。

山花祭

日時　11月12日㈰　11時～13時

場所　吉川史料館

篆
てんこく

刻体験（オリジナル印づくり）

日時　11月11日㈯・12日㈰　10時～16時

場所　吉川史料館内

料金　千円（材料費）

申 ☎ 090－4655－2990（大石）

誰でも参加できる公募展です。

文芸作品募集（短歌・俳句・川柳）

日時　11月10日㈮　17時～19時

　　　11月11日㈯・12日㈰　13時～19時

場所　錦帯橋鵜飼広場　文芸作品受付会場

料金　無料

高校生ブラスアンサンブル

日時　11月11日㈯・12日㈰　11時～14時

場所　錦帯橋周辺、吉香公園、岩国城周辺など

錦帯橋の世界文化遺産登録に向けて、錦帯橋の価値や

魅力を共有し、広く国内外に発信するためのシンポジ

ウムです。

錦帯橋シンポジウム

日時　11月12日㈰　14時～17時

場所　岩国国際観光ホテル　ロイヤルホール

錦帯橋上での太鼓パフォーマンス

日時　11月12日㈰　16時30分～17時

場所　錦帯橋

広報いわくに 4
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○
空
母
艦
載
機
の
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
等

に
つ
い
て

○
岩
国
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

○
一
般
財
団
法
人
玖
珂
町
体
育
施
設
等
管
理

協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
株
式
会
社
周
東
町
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

○
美
川
開
発
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て○
い
わ
く
に
バ
ス
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

○
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て
　
な
ど
３
件 

○
岩
国
市
日
米
交
流
基
金
条
例

○
岩
国
市
学
校
給
食
運
営
基
金
条
例

○
岩
国
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
集
会
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て
　
な
ど
２
議
案

○
財
産
の
減
額
貸
付
け
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

○
公
用
車
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て
　
な
ど
３
件 

 

○
都
市
公
園
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
専
決

処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
寺
岡
吉
輔
（
由
宇
町
）

【
再
任
】
室
口
美
千
子
（
玖
珂
町
）

【
新
任
】
齋
藤
浩
（
本
郷
町
）　 

【
敬
称
略
】

 

○
平
成
28
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
　
な
ど
15
件

○
平
成
28
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
28
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　
な
ど
８
議
案

○
岩
国
市
防
犯
設
備
基
金
条
例

《
諸
般
の
報
告
》

《
諮
問
》

《
認
定
》

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果
可決・採  
択など

否決・不
採択など

継続
審査

諸般の報告 7  (0) ― ― ―

監査報告 3  (0) ― ― ―

報　　告 7  (1) 1 ― ―

諮　　問 3  (3) 3 ― ―

認　　定 15  (15) 15 ― ―

議　　案 19  (19) 19 ― ―

請　　願 1  (0) ― ― 1

議員提出議案 1  (1) ― １ ―

審
議
項
目
と
結
果

2017.11.1

市
議
会
９
月
定
例
会

　
市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議

や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
議
会
事
務
局
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

《
監
査
報
告
》

《
報
告
》

《
議
案
》

問
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費　目                     決算額

市税 183億9,843万

地方交付税 161億4,137万

国庫支出金 150億9,691万

市債   60億8,780万

県支出金   38億7,892万

地方消費税交付金   22億9,290万

財産収入   22億3,661万

諸収入   22億3,529万

国有提供施設等所在市助成交付金   20億9,678万

繰越金   19億3,697万

その他   34億1,243万

合計 738億1,441万

　決算額

738億
1,441万

市税（24.9%）

地方交付税（21.9%）

国庫支出金（20.5%）

市債（8.2%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（2.8%）

地方消費税交付金（3.1%）

その他（4.7%）繰越金（2.6%）

諸収入（3.0%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

特定地域生活排水処理事業      5,569万      5,565万      4万

周東食肉センター事業      7,185万      7,185万      0万

観光施設運営事業 1億2,744万 1億2,744万       0万

錦帯橋管理 2億7,089万 2億5,090万  1,999万

市場事業 4億1,952万 4億  295万  1,657万

駐車場事業      1,987万      1,987万       0万

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
９
月
末
と
３
月
末
の
予
算

の
執
行
状
況
と
決
算
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
28
年
度
の
決
算
、
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
、
平
成
29
年
度
予
算
の
上
半
期
執
行
状
況
（
平

成
29
年
９
月
30
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
☎
㉙
５
０
５
０

市税の納付総額は183億9,842万7,554円で、市民１人当たりに換算すると13万

4,145円、１世帯当たりでは27万8,997円を納めていただいたことになります

財産収入（3.0%）

県支出金（5.3%）



2017.11.17

費　目      決算額 市民１人当たり 経費の内容

民生費 218億2,435万  15万9,124 児童・高齢者・障害者福祉などの経費

総務費 116億4,274万    8万4,889 庁舎管理・徴税・選挙などの経費

土木費   95億5,536万    6万9,669 道路・公園・河川整備などの経費

公債費   85億3,628万    6万2,239 市債の元金や利子などの返還金

衛生費   72億  398万    5万2,525 ごみ・し尿処理や健康推進などの経費

教育費  62億4,166万    4万5,509 小中学校・幼稚園教育などの経費

消防費   24億4,434万    1万7,822 消防・救急・防災などの経費

農林水産業費   14億4,112万    1万  507 農林水産業の振興や農林道の整備などの経費

諸支出金   11億8,503万        8,640 土地の購入などの経費

商工費    8億  396万        5,862 商工業の振興や観光事業などの経費

その他   10億4,450万        7,616 議会の運営や災害復旧などの経費

合計 719億2,332万                                                                                                      52万4,402

一般会計決算の歳出総額は719億2,331万9,978円で、市民１人当たりに換算すると52万4,402円、

１世帯当たりでは109万656円が使われたことになります

会計名  歳入決算額  歳出決算額    差引額

土地取得事業    2億3,702万    2億3,702万           0万

後期高齢者医療   23億4,058万   22億6,587万      7,471万

国民健康保険 201億6,291万 194億5,029万 7億1,262万

介護保険 137億9,934万 135億5,530万 2億4,404万

簡易水道事業    2億9,673万    2億9,664万           9万

農業集落排水事業    2億  211万    2億  200万          11万

○市民会館改修事業

○総合支所等整備事業

○市立小・中学校空調設備整備事業

○排水施設整備事業

○臨時福祉給付金等給付事業

○介護・訓練等給付費

○子ども・子育て支援施設型給付費

○ごみ焼却施設建設事業

○楠中津線改良事業

○多目的広場・防災センター整備事業

○岩国駅周辺整備事業

○防災行政無線整備事業

○玖珂小学校校舎建設事業

○（仮称）玖珂・周東学校給食センター建設事業

平成28年度に実施した主な事業

　決算額

719億
2,332万

民生費（30.3%）

総務費（16.2%）

土木費（13.3%）

公債費（11.9%）

衛生費（10.0%）

教育費（8.7%）

消防費（3.4%）

農林水産業費（2.0%）

諸支出金（1.6%） 商工費（1.1%） その他（1.5%）

平成28年度決算

一般会計決算状況 ( 単位　円）

特別会計決算状況 ( 単位　円）
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平成28年度決算

公営企業会計の名称 本市の比率 経営健全化基準

簡易水道事業

全会計において

資金不足額なし
20.0%

農業集落排水事業

特定地域生活排水処理事業

周東食肉センター事業

観光施設運営事業

錦帯橋管理

市場事業

水道事業

工業用水道事業

病院事業

下水道事業

健全化判断比率の指標 本市の比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率

実質赤字額なし 11.55% 20.0%

②連結実質赤字比率

連結実質赤字額なし 16.55% 30.0%

③実質公債費比率（３カ年平均）

8.9% 25.0% 35.0%

④将来負担比率

11.8% 350.0%

一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政

規模に対する比率。高いほど財政運営が厳しい

ものとなります

全会計を対象とした実質赤字（または資金の不

足額）の標準財政規模の額に対する比率。高い

ほど財政運営が厳しいものとなります

一般会計などが将来負担する元利償還金および

準元利償還金の標準財政規模に対する比率。高

いほど資金繰りが厳しいものとなります

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の

標準財政規模に対する比率。高いほど将来の財

政が圧迫されます

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）によって「健全化判断比率」と

各公営企業の「資金不足比率」を公表することが義務付けられています。

　財政健全化法は「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や企

業会計も併せた連結決算により財政状況を明らかにしようとするものです。

健全化判断比率

　健全化判断比率の４つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、財政再生

基準を超えた場合は財政再生計画を策定することが義務付けられています。

　本市はいずれの比率も基準を下回っています。　

　市債とは、道路や学校などの公共施設を整備するために、国などから借り入れる長期借入金です。

519億12万円（一般会計）　+　30億2,155万円（特別会計）　＝　549億2,167万円（市債合計）

市債残高

健全化判断比率と資金不足比率

資金不足比率

　公営企業ごとの事業規模に対する

資金の不足額の比率です。

　本市は11会計全てにおいて、資

金不足は生じていません。

公営企業

　水の供給や下水の処理、医療の提

供など地域住民の生活や地域の発展

に不可欠なサービスを行うために地

方公共団体が経営する企業活動の総

称。
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費　目      予算額 　支出済額

民生費 229億7,687万   83億6,424万

総務費 140億1,175万   35億8,644万

衛生費 118億3,239万   18億5,750万

土木費 112億1,191万   39億1,543万

教育費   57億8,636万   24億8,110万

公債費   57億7,304万   23億5,887万

消防費   30億5,749万   16億  969万

農林水産業費   24億6,541万     4億7,474万

諸支出金   13億3,616万   10億4,432万

商工費   10億2,247万     3億7,022万

その他   10億9,523万     3億9,145万

合計 805億6,908万 264億5,400万

費　目      予算額    収入済額

国庫支出金 198億6,708万   32億6,303万

市税 181億6,300万 108億  918万

地方交付税 143億7,460万   97億5,363万

市債   98億2,090万           600万

県支出金   50億2,043万     5億2,415万

繰入金   24億3,263万               0万

地方消費税交付金   21億6,100万   13億2,570万

国有提供施設等

所在市助成交付金
  20億9,700万               0万

諸収入   19億7,143万     5億5,521万

繰越金   18億9,109万   18億9,109万

その他   27億6,992万   10億9,777万

合計 805億6,908万  292億2,576万

会計名 　  予算額     収入済額    支出済額

土地取得事業    6億  100万         7,632万        4,716万

後期高齢者医療   25億  470万    8億2,028万    7億5,442万

国民健康保険 206億6,971万   79億9,196万   82億6,094万

介護保険 148億7,913万   59億3,191万   57億5,041万

簡易水道事業    2億  570万             70万         4,209万

農業集落排水事業    2億  740万         2,098万         7,944万

特定地域生活排水処理事業         7,216万           526万         2,672万

周東食肉センター事業         7,900万           966万         3,334万

観光施設運営事業         3,180万           153万           165万

錦帯橋管理    5億4,529万    1億2,257万         6,252万

市場事業    7億  187万         8,618万         8,802万

駐車場事業         5,020万           102万           252万

合計 405億4,796万 150億6,837万 151億4,923万

平成29年度予算執行状況

市有財産の状況

一時借入金                          0円

市債の現在額

市民１人当たり

土地　　　　　　 52,814,524㎡

建物　　　　　　　  749,215㎡

基金　　　　　212億5,210万円

債権その他　　 38億8,164万円

一般会計　　　　　497億5,635万円

特別会計　　　　　  29億3,747万円

合　　計　　　　　526億9,382万円　　　

市税負担　　　　　　　  132,534円　　

支出予算　　　　　　　  587,907円　

（平成29年9月30日現在）

一般会計執行状況 ( 単位　円）

特別会計執行状況 ( 単位　円）

その他
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岩国市水源の森植樹祭

　

10
月
11
日
、
錦
町
の
羅
漢
山
県
立

自
然
公
園
内
で
、
岩
国
市
水
源
の
森

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
水
を
蓄
え
、
河
川
の
流
量
を
調

整
す
る
な
ど
の
機
能
を
持
つ
森
林
の

大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
毎

年
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
は
５
校
１

５
５
人
の
児
童
が
参
加
し
、
広
葉
樹

の
植
樹
と
森
林
に
つ
い
て
の
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
現
地
に
集
合
し
た
児
童
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

下
、
山
の
斜
面
に
ヤ
マ
グ
リ
と
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
計
６
０
０
本
を
、
協

力
し
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
ら
か
ん
高
原
交
流
セ
ン

タ
ー
に
移
動
し
、
森
林
が
果
た
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
に
つ
い
て
学

習
を
行
い
、
水
源
か
ん
養
や
地
球
温

暖
化
問
題
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
岩
国
市
水
源
か
ん
養

基
金
を
活
用
し
て
平
成
20
年
度
か
ら

行
っ
て
お
り
、
今
年
で
10
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

森
の
役
割
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

①ヤマグリ200本、ヤマザクラ400本を

植えた　②ボランティアスタッフが植

え方を優しく指導　③笑顔で植樹する

児童　④２人１組で丁寧に植えていく

⑤植えた後は班ごとに記念撮影　⑥指

導してくれたボランティアスタッフに

お礼の言葉　⑦森林教室では植樹した

木や森林の役割などについて学習した

⑧真剣な表情でメモを取る

●１●２

●３ ●６ ●５ ●４

●７●８
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10
月
４
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
華
道
家
の
假か

り
や
ざ
き

屋
崎
省
吾
氏
を
講
師

に
「
花
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
題

し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
と
県
内
各
自
治
体
な
ど
が

連
携
し
て
来
年
９
月
に
開
催
す
る
、

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
「
山
口
ゆ
め

花
博
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
家
の
中
で
も
手

軽
に
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ク
マ
の
顔
作
り
に
、

31
組
62
人
の
親
子
連
れ
が
挑
戦
し
ま

し
た
。
假
屋
崎
氏
の
指
導
の
下
、
子

供
た
ち
は
一
本
一
本
丁
寧
に
花
を
鉢

に
挿
し
て
い
き
、
か
わ
い
ら
し
い
ク

マ
の
顔
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。　

　

山
口
ゆ
め
花
博
は
来
年
９
月
14
日

か
ら
11
月
４
日
ま
で
山
口
市
の
山
口

き
ら
ら
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
花
・
緑
・
公

園
の
新
し
い
魅
力
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

問
公
園
み
ど
り
課
☎
㉙
５
１
６
２

花
で
暮
ら
し
に
う
る
お
い
を

未
来
の
科
学
者
を
目
指
し
て

花育ワークショップ

▲参加者は楽しみながらそれぞれ個性のあるクマの花

　飾りを完成させた

▲切り花で形を作り、簡単にクマの顔の花飾りを作る

　方法を紹介する假屋崎氏　

▲発表者は緊張しながらも、大きな声でしっかりと研

　究の成果を発表した

▲前年と同じテーマを掘り下げたり、そこから派生し

　たものに視点を当てたり、長期的な研究も見られた

岩国市・和木町
科学振興研究発表会

　

10
月
５
日
、
岩
国
市
役
所
で
平
成

29
年
度
岩
国
市
・
和
木
町
科
学
振
興

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
と
和
木
町
内
の
小
・
中
学
生

が
、
自
ら
が
行
っ
た
科
学
的
な
研
究

を
発
表
す
る
場
で
、
今
年
は
６
組
７

人
の
小
学
生
と
８
組
９
人
の
中
学
生

が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
内
容
は
、
植
物
や
動
物
、
物

質
の
性
質
な
ど
多
く
の
分
野
に
わ
た

り
、
発
表
者
は
決
め
ら
れ
た
持
ち
時

間
の
中
で
、
グ
ラ
フ
や
模
型
、
写
真
、

動
画
な
ど
を
使
い
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

を
凝
ら
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
か
ら
の
質
問
に
困
っ
て
し

ま
う
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
事
象
に

対
し
仮
説
を
立
て
、
反
復
し
た
実
験

や
長
期
間
の
観
察
に
基
づ
き
考
察
す

る
、
と
い
っ
た
研
究
の
基
本
に
の
っ

と
っ
た
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
も
行
わ

れ
、
審
査
員
か
ら
賞
賛
や
今
後
へ
の

期
待
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
代
表
に
選
ば
れ
た

小
・
中
学
生
１
組
ず
つ
は
、
11
月
７

日
に
山
口
市
で
開
催
さ
れ
る
サ
イ
エ

ン
ス
山
口
２
０
１
７
に
出
場
し
発
表

を
行
い
ま
す
。

問
科
学
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
０
１
２
２

11



広報いわくに

す
ま

い
る

Smile

Vol.103

野村　譲治さん

（錦見在住）

　平成22年からリサイ

クルプラザ内にあるエ

コフレンズいわくにで

家具やおもちゃの修理

を行う。おもちゃの病

院では副院長として壊

れた物に新しい命を吹

き込んでいる。

12

物
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
　
心
を
育
む
　
　

　「
き
ち
ん
と
直
っ
た
の
か
動
作
確
認
を
す

る
時
に
毎
回
思
う
ん
で
す
が
、
最
近
の
お
も

ち
ゃ
は
面
白
い
で
す
ね
」
そ
う
話
す
の
は
、

エ
コ
フ
レ
ン
ズ
い
わ
く
に
で
、
お
も
ち
ゃ
や

家
具
な
ど
を
修
理
し
て
い
る
野
村
譲
治
さ
ん

で
す
。

　
物
を
作
る
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

定
年
退
職
後
に
エ
コ
フ
レ
ン
ズ
い
わ
く
に
で

修
理
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
が
募
集
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
役
に
立
ち
た
い
と
応
募
し
ま

す
。
現
在
は
、
不
用
品
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
へ
持
ち
込
ま
れ
た
家
具
の
中
か
ら
再

生
可
能
な
物
を
修
理
し
た
り
、
月
に
１
回
開

催
さ
れ
る「
お
も
ち
ゃ
の
病
院
」で
お
も
ち
ゃ

の
修
理
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
昔
は
物
が
少
な
い
時
代
で
、
壊
れ
た
物

も
修
理
し
て
大
切
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。
初

め
て
修
理
を
試
み
た
の
は
小
学
校
低
学
年
の

そ
の
際
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
丁
寧

に
お
も
ち
ゃ
を
扱
う
こ
と
。
大
事
な
お
も
ち

ゃ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
子
供
た
ち
に
問
診

し
な
が
ら
慎
重
に
修
理
し
て
い
ま
す
。
壊
れ

た
箇
所
は
人
形
の
腕
が
折
れ
て
い
た
り
、
音

が
出
な
か
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ

の
場
で
直
ら
な
か
っ
た
場
合
は
お
も
ち
ゃ
に

「
入
院
」
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
修
理
し
て
い
く
中
で
一
番
う
れ
し
い
こ

と
は
、
や
っ
ぱ
り
お
も
ち
ゃ
が
直
っ
た
時
。

「
動
い
た
と
き
の
喜
び
は
一
番
で
、
き
っ
と

お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
き
た
子
供
よ
り
も
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
子
供
た
ち
に
伝
え
た

い
こ
と
は
「
科
学
の
面
白
さ
」
と
「
物
を
大

切
に
す
る
こ
と
」
。
野
村
さ
ん
の
元
に
は
、

三
世
代
に
わ
た
っ
て
使
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ

を
直
し
に
来
た
家
族
が
い
た
そ
う
で
す
。「
壊

れ
た
ら
ご
み
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

捨
て
て
し
ま
う
前
に
、
ぜ
ひ
一
度
来
院
し
て

み
て
く
だ
さ
い
」

▲分解されていくおもちゃに興味津
　々の子供たち

▲エコフレンズいわくに内にある、
　修理を行う作業場

頃
。
お
も
ち
ゃ
の
ぜ
ん
ま
い
仕

掛
け
が
外
れ
た
の
を
修
理
し
よ

う
と
し
た
時
で
し
た
。
結
局
直

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ん
で

す
が
、
分
解
し
て
中
の
仕
組
み

を
見
た
時
に
わ
く
わ
く
し
て
楽

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
」

　
現
在
行
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ

の
病
院
で
は
、
壊
れ
た
お
も
ち

ゃ
を
持
っ
て
き
た
子
供
た
ち
の

目
の
前
で
修
理
し
て
い
ま
す
。

▼修理に時間を要するため「入院」となった
　おもちゃを修理する野村さん



まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

　

９
月
24
日
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
由

宇
練
習
場
で
、
プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ

ン
・
リ
ー
グ
の
地
元
最
終
戦
が
開
催

さ
れ
、
過
去
最
多
と
な
る
約
３
６
０

０
人
の
フ
ァ
ン
が
球
場
に
詰
め
掛
け
、

選
手
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
横
に
は
、
大

分
県
玖く

す珠
町
に
よ
る
カ
ー
プ
応
援
企

画
と
し
て
全
長
35
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャ

ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
、
来

場
者
は
胴
体
を
自
由
に
く
ぐ
り
抜
け

た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
野
球
教
室
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
90
人
の
子
供
た
ち
は
ポ

ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
分
か
れ
て
指
導
を

受
け
、
緊
張
し
な
が
ら
も
憧
れ
の
選

手
を
前
に
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

ウ
エ
ス
タ
ン
・
リ
ー
グ

　　
地
元
最
終
戦
イ
ベ
ン
ト

13 2017.11.1
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まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

いつまでもお元気で

一輪車、上手に乗りたいな

　９月11日、錦ふるさとセンター

で作家の三澤肖子氏を講師に「ス

テンドグラス体験教室」が開催さ

れ、15人が参加しました。

　参加者は、はんだ付けに苦労し

ながらも、さまざまな色のガラス

を組み合わせ、かわいい小鳥のサ

ンキャッチャー（光に照らして部

屋内に虹色の光を投影するインテ

リア）を作りました。　

　９月５日に㈲岩国ファーム牛舎

で「全国和牛能力共進会東部地区

出発式」が開催されました。

　厳しい審査をクリアし、県の代

表に選ばれた出品牛３頭は、仙台

市へ向けて出発しました。最終審

査では、全国トップクラスに食い

込む好成績を収め、山口県の種雄

牛「勝海」の産肉能力の高さと飼

育技術が高く評価されました。

　９月７日、本郷小中合同体育館で一輪車の世界チャンピオン

を講師に招き講習会が開催されました。講師が模範演技を披露

すると、子供たちは軽やかな演技に目を輝かせ、練習では何回

失敗しても「お姉さんのように乗れるようになりたい」と、一

輪車の練習に一生懸命取り組んでいました。

　９月８日、玖珂こどもの館で「玖珂町敬老会」が開催されま

した。アトラクションとして、玖珂小学校 2 年生による童謡・

手遊び歌や、おじいちゃん・おばあちゃんへの作文、また地域

の人による詩吟や舞踊、カラオケなどが披露され、多くの人が

ご長寿のお祝いをしました。

５年に１度の
　和牛オリンピックへ

ステンドグラスを
　　　　部屋に飾ろう



　10月４日、普段より運行時間

を延長した「岩国城ロープウエー

観月運転」が行われました。

　この日は旧暦の八月十五日で、

城山山頂駅広場では、お茶会や演

奏会、天体望遠鏡による名月観察

会などが開かれました。訪れた約

530人の市民らは、普段見られな

い山頂からの夜景と中秋の名月を

楽しんでいました。

交通事故０を目指して！

　９月27日、美和町で「秋の交通安全パレード」が実施されま

した。美和西小学校とさかうえ保育園では交通安全教室が行わ

れ、岩国警察署の職員から横断歩道の渡り方などを学びました。

正義の味方「ＩＰジャスティス」も来て、みんなで一緒に手を

上げて横断歩道を渡り、楽しく交通ルールを覚えていました。

みんなで盛り上げた運動会

　９月18日、美川小学校で運動会が行われ、地域の人や美川

保育園の園児も参加しました。グラウンド・ゴルフを取り入れ

た競技では高齢者と小学生が息を合わせ、全校生徒が走るリ

レーでは抜きつ抜かれつの大混戦にみんなで声援を送り、世代

を超えた心温まる運動会となりました。

発進！
　ピンポンサロンの会

秋の風物詩を山頂で

　９月20日、神東農村婦人の家

で「神東ピンポンサロンの会」の

活動がスタートしました。

　卓球の活動を通じて、楽しく健

康維持や仲間作りをしようと、神

東地域振興協議会が計画を進めた

もので、この日集まったメンバー

15人は、卓球台を挟んで笑顔と

ピンポンのラリーを交わしていま

した。

15 2017.11.1



●
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

16広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

な
る
ほ
ど

健
康
教
室
[140]

ミックス野菜の
　　　　ごまマヨ和

あ

え

彩りよいかんたん和え物

　
日
本
で
は
乳
が
ん
が
急
激
に
増
え
、
女
性

の
が
ん
の
中
で
最
も
多
い
が
ん
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
女
性
は
生
涯
で
12
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
、
40
歳
台
後
半

に
罹り

か

ん患
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
幅
広
い

年
齢
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
治
る
乳
が
ん
の
早
期
発
見
で
乳
が
ん
死
亡

者
を
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
40
歳
以
上
の
人

に
乳
が
ん
検
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
念

な
が
ら
山
口
県
の
受
診
率
は
20
％
未
満
で
す
。

乳
が
ん
検
診
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
は
自
己

検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
で
気
付
く
乳
が
ん
の
症
状
は
、
乳
房

の
し
こ
り
、
く
ぼ
み
、
引
き
つ
れ
、
乳
首
の

高
さ
の
左
右
差
、
乳
首
か
ら
の
出
血
や
液
分

泌
、
脇
の
下
に
し
こ
り
や
腫
れ
が
あ
る
、
乳

首
の
た
だ
れ
な
ど
で
す
。

　
乳
が
ん
の
初
期
症
状
は
ほ
と
ん
ど
が
乳
房

の
し
こ
り
で
す
。
１
㎝
以
下
の
小
さ
い
が
ん

も
見
つ
か
り
ま
す
が
、乳
腺
レ
ン
ト
ゲ
ン（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
や
超
音
波
検
査
で
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
大
部
分
で
す
。

　
乳
が
ん
検
診
と
し
て
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
人
の
４
割
は
乳
腺

の
濃
い
人
で
す
の
で
、
で
き
れ
ば
超
音
波
検

査
も
受
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
や
超
音
波
で
乳
腺
の

し
こ
り
や
異
常
が
認
め
ら
れ
た
と
き
に
は
、

超
音
波
下
の
穿せ

ん

し刺
吸
引
細
胞
診
や
組
織
診

（
針
生
検
、
マ
ン
モ
ト
ー
ム
生
検
）
で
確
定

診
断
を
受
け
ま
す
。

　
不
幸
に
し
て
が
ん
で
あ
れ
ば
、
が
ん
細
胞

の
ホ
ル
モ
ン
感
受
性
や
細
胞
増
殖
能
の
検
査
、

広
が
り
を
検
査
す
る
た
め
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
や

全
身
転
移
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
査
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
病
理
検
査
の
結
果
や
病
巣
の
大
き
さ
、
転

移
の
有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
の
っ
と
り
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
治
療
は
手
術
や
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
抗
が
ん

剤
、
放
射
線
治
療
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
た
め
、
高
い
専
門
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
他
の
が
ん
に
比
べ
治
療
効
果
は
高

く
、
早
期
に
見
つ
か
れ
ば
予
後
は
一
般
的
に

非
常
に
良
好
で
す
。
ま
た
進
行
、
転
移
、
再

発
に
対
し
て
も
、
新
し
い
治
療
に
よ
り
多
く

の
治
療
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
自
己
検
診
を
行
う

と
と
も
に
、
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
岩
国
市
医
師
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作り方

●エネルギー 61kcal/ 人　●食塩相当量 0.6g/ 人

①コマツナは４㎝長さに、ニンジンは４㎝長さの千

　切りに切る。

②①とモヤシをゆで、粗熱をとっておく。（耐熱皿

　に入れ、電子レンジ600Ｗで２分加熱しても良い）

③野菜の水気を絞り、Ａを加えて混ぜ合わせ、塩、

　こしょうで味を調える。

★ひとことポイント★

　あえる野菜を好みで変えて、気軽にできる野菜料

理です。あえる野菜の水気をしっかり切るのが、お

いしくできるポイントです。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

材料（４人分）

・モヤシ…200g

・コマツナ…80g

・ニンジン…40g

・すり白ゴマ…大さじ１

・マヨネーズ…大さじ１・1/2

・しょうゆ…小さじ１

A

・塩…少々

・こしょう…少々
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８
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
応
募
総
数
1
6
0
点
）

○
標
語
の
部
（
応
募
総
数
２
７
１
１
点
）

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
よ
り　

ち
ゃ
ん
と
言
葉
で　

伝

え
た
い
」
麻
里
布
小
学
校
５
年　

髙
田
琉
斗

「
き
み
の
声　

き
み
の
一
歩
が　

誰
か
の

ヒ
ー
ロ
ー
」
岩
国
西
中
学
校
３
年　

北
岡
明

香
里

「
あ
い
さ
つ
を　

か
わ
せ
る
君
な
ら　

大
丈

夫
」
岩
国
高
等
学
校
２
年　

藏
岡
穂
乃

○
作
文
の
部
（
応
募
総
数
１
０
１
７
点
）

青
少
年
健
全
育
成（
非
行
防
止
）

　
　
　
　
　
　
　

作
品
入
賞
者

　

11
月
の
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
に
合
わ
せ
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
青

少
年
健
全
育
成
（
非
行
防
止
）
を
テ
ー
マ
に

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
を
募
集
し
、
３
８

●
市
　
役
　
所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
�
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
�
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
�
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
�
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
�
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
�
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
�
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

「
私
の
二
つ
の
未
来
」
玖
珂
小
学
校
６
年　

迫
真
由
香

「「
あ
り
が
と
う
」
の
力
」
川
下
中
学
校
１

年　

鐘
玉
航

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
岩
国
高
等
学
校
２

年　

河
本
涼
音

●
優
秀
・
優
良
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

松
岡
恵
衣
、
小
林
千
紘

優
良　

下
畠
田
響
、
藤
本
世
羅
、
山
本
珠
璃
、

清
水
ひ
な
た
、
椎
葉
叶
大

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

相
川
歩
里
、
松
村
駿
佑

優
良　

蕗
旭
人
、
西
川
心
菜
、
藤
中
梨
瑚
、

髙
木
哲
慧
、
木
村
真
澄

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
高
校
）

優
良　

山
下
真
輝

○
標
語
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

糸
濵
天
翔
、
西
凜
花

優
良　

白
本
悠
眞
、
小
林
樹
生
、
秋
山
誠
志

郎
、
米
重
拓
哉
、
竹
内
優
月

○
標
語
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

福
山
素
永
、
山
尾
駿
介

優
良　

中
西
希
花
、
中
村
波
留
、
廣
居
千
代
、

岡
崎
麻
由
、
小
曽
根
翔
太

○
標
語
の
部
（
高
校
）

優
秀　

川
口
栞
、
橋
本
未
遥

優
良　

安
水
将
文
、
西
川
和
奏
、
松
浦
成
美
、

大
畠
加
帆
里
、
善
岡
夏
海

○
作
文
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

足
立
葉
音
、
正
司
靖
子

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ

優
良　

入
江
心
月
、
角
春
菜
子
、
安
永
結
人
、

原
田
涼
花
、
枝
折
青
奈

○
作
文
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

森
橋
心
美
、
海
切
万
央

優
良　

中
下
勇
冴
、
板
谷
紀
乃
香
、
三
國
史

佳
、
藤
岡
蘭
、
筒
本
琴
音

○
作
文
の
部
（
高
校
）

優
秀　

木
村
未
唯
、
北
原
志
織

優
良　

佐
藤
絵
里
香
、
賀
屋
和
、
山
田
鈴
子
、

活
田
友
里
、
板
谷
洸
之
介　
　
　

《
敬
称
略
》 

●
入
賞
作
品
展

○
中
央
図
書
館　

11
月
15
日
㈬
～
22
日
㈬　

○
玖
珂
こ
ど
も
の
館　

11
月
28
日
㈫
～
12
月

５
日
㈫　

○
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル　

12

月
８
日
㈮
～
14
日
㈭　

○
由
宇
文
化
会
館　

12
月
19
日
㈫
～
26
日
㈫　

○
錦
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー　

１
月
４
日
㈭
～
11
日
㈭　

○
美
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

１
月
16
日
㈫
～

23
日
㈫　

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館　

１
月

26
日
㈮
～
２
月
２
日
㈮　

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み

わ　

２
月
７
日
㈬
～
14
日
㈬

問
青
少
年
課
☎
㊸
０
９
０
１

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

11
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
・
13
日
㈪
・

14
日
㈫
・
20
日
㈪
～
22
日
㈬　

８
時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

美和西小６年　白石葉月灘中３年　田中花歩岩国商業高１年　木森仁那
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平成29年10月31日まで 平成29年11月１日から

区域 許可業者 区域 許可業者

錦見三・八丁目、横山、川西、平田、今津町二・
三丁目、南岩国町二丁目75～112番・三丁目
８～38 番・四・五丁目、海土路町、藤生町、
黒磯町、青木町、保津町、通津、長野、関戸、
多田、阿品、田原、御庄、持国、大谷、六呂師、
叶木、柱野、小瀬

㈲朝日衛生興業

錦見三・八丁目、川西、今津町二・三丁目、
海土路町、藤生町、黒磯町、青木町、保津町、
関戸、多田、阿品、田原、小瀬

岩国衛生㈱

☎㊸1201

横山、平田、南岩国町二丁目75～112番・
三丁目８～38番・四・五丁目、通津、長野、
御庄、持国、大谷、六呂師、叶木、柱野

㈲錦衛生舎

☎㉛7268

【生し尿くみ取り】

【浄化槽清掃】

平成29年10月31日まで 平成29年11月１日から

区域 許可業者 区域 許可業者

岩国地域（旧岩国市域）
㈲朝日衛生興業、岩国衛生㈱、
㈲錦衛生舎、　　　　　　　　

岩国地域（旧岩国市域）
 岩国衛生㈱☎㊸1201、
 ㈲錦衛生舎☎㉛7268、

18

問
環
境
事
業
課
☎
㉛
５
３
０
４

（
開
場
＝
13
時
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

生
し
尿
く
み
取
り
・
浄
化
槽
清

掃
の
許
可
業
者
を
変
更
し
ま
す

　

11
月
１
日
か
ら
、
以
下
の
区
域
の
生
し
尿

く
み
取
り
・
浄
化
槽
清
掃
の
許
可
業
者
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

※
生
し
尿
の
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
、
変
更

後
の
各
許
可
業
者
か
ら
く
み
取
り
予
定
の
連

絡
を
し
ま
す

※
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
許
可
業
者
へ
連
絡
の

上
実
施
し
て
く
だ
さ
い

※
浄
化
槽
の
「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法
定

検
査
」
は
浄
化
槽
法
で
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

岩
国
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
公
共
施
設
等（
公
共
施
設（
建
物
）

及
び
イ
ン
フ
ラ
施
設
）
の
老
朽
化
対
策
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
て
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命

化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

今
後
の
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本

方
針
と
な
る
「
岩
国
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

閲
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、
図
書
館
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
行
政
経
営
改
革
課
☎
㉙
５
０
２
９

成
人
式
の
案
内
状
を

　
　
　
　
　
　
　

送
付
し
ま
す

対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
、
11
月
１
日
現
在
、
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
人

送
付
時
期　

11
月
中
旬

※
市
外
転
出
な
ど
で
案
内
状
が
届
か
な
い
人

で
も
、
当
日
受
け
付
け
を
す
れ
ば
入
場
で
き

ま
す
。
事
前
に
案
内
状
を
希
望
す
る
人
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

●
岩
国
市
成
人
式

日
時　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰　

14
時
～

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

▲今年の成人式の様子

広告



19 2017.11.1

（
通
帳
な
ど
）

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
８
８
、
障
害

者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２
、
総
合
支
所
、
支

所
、
出
張
所

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
証
明
書
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
！

　

平
成
29
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
と
、
必
要
に
応

じ
て
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
領
収
書
が
必
要

で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

控
除
の
対
象　

次
の
場
合
の
国
民
年
金
保
険

料
も
対
象
で
す

○
家
族
分
を
納
付
し
た
場
合

○
過
去
の
年
度
分
を
納
付
し
た
場
合

○
追
納
し
た
場
合

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

第
61
回

　

岩
国
市
美
術
展
覧
会
入
賞
者

●
書
道（
一
般
）【
市
長
賞
】
松
本
あ
け
み【
市

議
会
議
長
賞
】
岩
見
屋
錦
舟【
教
育
長
賞
】
柳

川
蘇
光【
文
化
協
会
長
賞
】
岡
村
翠
苑【
理
事

長
賞
】
徳
野
道
夫　

●
書
道（
高
校
）【
市
長

賞
】髙
田
香【
市
議
会
議
長
賞
】竹
中
舞
香【
教

育
長
賞
】
阿
部
美
咲【
文
化
協
会
長
賞
】
河
口

紗
瑛
【
理
事
長
賞
】
河
内
理
佐
子　

●
写
真

（
一
般
）【
市
長
賞
】
田
中
ち
づ
子【
市
議
会
議

長
賞
】
上
河
内
寿
夫【
教
育
長
賞
】
前
西
恭
子

【
文
化
協
会
長
賞
】幸
田
實【
理
事
長
賞
】賀
屋

敏
男　

●
絵
画（
一
般
）【
市
長
賞
】松
田
芳
枝

【
市
議
会
議
長
賞
】
山
本
芳
子【
教
育
長
賞
】
石

井
誠【
文
化
協
会
長
賞
】
松
田
孝
子【
理
事
長

賞
】
村
中
恵
子　

●
絵
画（
高
校
）【
市
長
賞
】

木
村
百
花【
市
議
会
議
長
賞
】
中
部
安
梨
【
教

育
長
賞
】
糸
濵
菜
緒【
文
化
協
会
長
賞
】
﨑
濵

爽
斗【
理
事
長
賞
】
栁
原
萌
恵　

●
彫
刻
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン（
一
般
）【
市
長
賞
】
瀬
戸
正
義

【
市
議
会
議
長
賞
】
山
本
京
子【
教
育
長
賞
】

中
川
敏
彰【
文
化
協
会
長
賞
】
石
田
壽【
理
事

長
賞
】
熊
野
悦
子　

●
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ

イ
ン（
高
校
）【
市
長
賞
】
神
村
采
花【
市
議
会

議
長
賞
】
中
川
奈
緒
美
【
教
育
長
賞
】
岩
本

乃
々
華
【
文
化
協
会
長
賞
】
中
村
桃
子
【
理

事
長
賞
】該
当
な
し　

  

《
敬
称
略
》  

※
上
位
５
賞
の
み
掲
載

問
文
化
振
興
課
☎
㉙
５
２
１
１

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
病
な
ど
の
非

常
事
態
の
と
き
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

自
動
的
に
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
も

の
で
す
。
ま
た
体
調
不
良
時
の
相
談
も
可
能

で
す
。

　

設
置
に
は
、
固
定
電
話
の
回
線
が
必
要
で

す
。（
電
話
回
線
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

対
象　

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
ひ
と

り
暮
ら
し
に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
重
度
身
体
障
害
者

な
ど
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
ま
た
は
ひ
と
り
暮

ら
し
に
準
ず
る
世
帯
の
人

利
用
料　

５
１
５
円
／
月
（
口
座
引
き
落
と

し
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

認
め
印
、
金
融
機

関
届
出
印
、
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

▲緊急通報装置

広告
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場
所　

①
＝
周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

②
＝
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
（
駐
車
場
の
数
に

限
り
が
あ
る
の
で
、
車
で
来
場
す
る
人
は
周

辺
の
有
料
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

問
岩
国
税
務
署
☎
㉒
０
１
１
１

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の

　
　
　
　
　
　

行
動
に
つ
い
て

●
屋
外
に
い
る
場
合

○
近
く
の
建
物
に
避
難
す
る

○
建
物
が
無
い
場
合
は
物
陰
に
身
を
隠
す
か
、

地
面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る

●
屋
内
に
い
る
場
合

○
窓
か
ら
離
れ
る

○
で
き
れ
ば
窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
す
る

※
詳
し
い
情
報
を
、
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

の
「
お
知
ら
せ
」
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
サ
イ
ト
を
閲
覧
で

き
ま
す

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
放
送
訓
練
に
関
す
る
お
知
ら

せ
　

６
月
27
日
の
放
送
訓
練
に
お
い
て
、
セ
ン

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

●
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

期
間　

11
月
９
日
㈭
～
15
日
㈬

　

「
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、
３
つ
の
習
慣
を
守
り

４
つ
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

●
４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

報
知
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

タ
ー
施
設
の
機
器
に
設
定
漏
れ
が
あ
り
、
屋

内
受
信
機
が
鳴
ら
な
か
っ
た
た
め
、
た
だ
ち

に
修
復
し
正
常
に
鳴
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
18
日
の
放
送
訓
練
で
は
、
市
内
全
域

の
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
全
て

の
屋
内
受
信
機
で
問
題
な
く
放
送
さ
れ
ま
し

た
。

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
１
１
９

高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
で
、
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
９
日
㈭
～
15
日
㈬

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進　

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎
㉙
５
０
１
８

税
を
考
え
る
週
間　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

11
月
11
日
～
17
日

●
税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
11
日
㈯　

10
時
～
12
時
、
13
時

～
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

●
租
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
11
日
㈯
～
17
日
㈮

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場問
岩
国
税
務
署
☎
㉒
０
１
１
１

●
献
血

日
時　

11
月
15
日
㈬　

10
時
～
15
時
30
分

場
所　

岩
国
税
務
署　

駐
車
場

問
（
一
社
）岩
国
法
人
会
☎
㉑
４
２
７
４

年
末
調
整
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

年
末
調
整
の
方
法
な
ど
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
源
泉
徴
収
義
務
者

に
、
事
前
に
郵
送
し
ま
す
の
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

①
11
月
17
日
㈮　

14
時
～
16
時

②
11
月
22
日
㈬　

14
時
～
16
時

▲住宅用火災報知器

▲昨年の高齢者の交通事
　故防止キャンペーン

▲ＱＲコード
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岩
国
駅
東
西
自
由
通
路
・
橋
上

駅
舎
の
供
用
開
始
と
内
覧
会

　

岩
国
駅
周
辺
整
備
事
業
の
う
ち
、
岩
国
駅

東
西
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
を
11
月
26
日
㈰

に
供
用
開
始
し
ま
す
。
供
用
開
始
日
の
前
日

に
は
、
市
民
を
対
象
に
内
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

岩
国
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
、
引
き
続
き

平
成
31
年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
、
東
西
駅

前
広
場
な
ど
の
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
供
用
開
始

日
時　

11
月
26
日
㈰　

４
時
30
分
頃

●
内
覧
会

日
時　

11
月
25
日
㈯　

13
時
～
15
時

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
中
心
市
街
地
整
備
課
☎
㉙
５
１
７
１

岩
国
駅
地
下
通
路
を

　
　
　
　
　

一
時
閉
鎖
し
ま
す

　

地
下
通
路
の
出
入
り
口
改
修
工
事
の
た
め

岩
国
駅
地
下
通
路
を
一
時
閉
鎖
し
ま
す
。
閉

鎖
期
間
中
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
歩
行

者
は
岩
国
駅
東
西
自
由
通
路
の
利
用
を
、
自

転
車
は
三
笠
橋
ま
た
は
昭
和
橋
へ
の
迂う

か

い回
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

閉
鎖
期
間　

11
月
26
日
㈰
～
平
成
30
年
11
月

頃問
中
心
市
街
地
整
備
課
☎
㉙
５
１
７
１

柳
井
准
看
護
学
院
学
生（
２
年
）

対
象　

中
学
校
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
、

心
身
と
も
に
健
康
な
人

試
験
日　

平
成
30
年
１
月
27
日
㈯

定
員　

20
人

募
集
期
間　

平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
～
19
日

㈮
（
必
着
）

申
問
（
一
社
）柳
井
医
師
会
附
属
柳
井
准
看
護

学
院
☎
０
８
2
０
―

２
２
―

３
０
２
９

子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

11
月
14
日
㈫　

10
時
～
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

相　

談

試　

験

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す

※
無
料
託
児
付
き

料
金　

無
料

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０
―

６
３
１
５
―

４
７
１
９

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？ 

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

あ
な
た
の
気
持
ち
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
か
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰

　

こ
の
期
間
は
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
19
時
（
土
・
日
曜

は
10
時
～
17
時
）

内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
―

０
７
０
―

８
１
０

問
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
（
山
口
県

地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
内
）

☎
０
８
３
―

９
２
２
―

２
２
９
５
（
自
動
音

声
案
内
「
１
」）

中
国
５
県
縦
断

　

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

日
時　

11
月
11
日
㈯　

10
時
～
16
時

※
予
約
優
先

場
所　

美
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　

相
続
、
遺
言
、
お
年
寄
り
の
財
産
管

理
（
成
年
後
見
）、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
空
き

家
問
題
、
悪
質
商
法
被
害
、
夫
婦
・
親
子
関

係
、
交
通
事
故
、
不
動
産
、
会
社
の
登
記
、

借
金
な
ど

●
電
話
相
談

日
時　

11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
・
19
日
㈰　

10
時
～
16
時

　

０
１
２
０
―

３
９
１
―

３
５
１

問
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

会
事
務
局
☎
０
８
２
―
２
２
１
―
５
３
４
５

※
９
時
～
17
時
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（
匿
名
不
可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
商
工
振
興
課
へ
提
出

宛
先　

〒
７
４
０
―

８
５
８
５　

今
津
町
一

丁
目
14
―

51

問
商
工
振
興
課
☎
㉙
5
１
１
０

FAX

㉒
２
８
６
６

sh
o
u

k
o
u

@
c
ity

.iw
a
k
u

n
i.lg

.jp

「
シ
ロ
ヘ
ビ
ベ
ビ
ー
」
の
名
称

　

岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
で
生
体
展
示
中
の
国

の
天
然
記
念
物
「
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ
」
が
９

月
23
日
に
卵
を
産
み
ま
し
た
。
約
２
カ
月
後

に
生
ま
れ
て
く
る
子
ヘ
ビ
の
う
ち
、
３
頭
の

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

誰
で
も

作
品　

使
用
で
き
る
文
字
は
、
漢
字
、
ひ
ら

が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
み

※
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
、
著
作
権
は

市
に
帰
属
し
ま
す

※
１
人
１
点
の
み
応
募
可

審
査
基
準　

○
親
し
み
の
持
て
る
名
称　
　

○
オ
ス
、
メ
ス
ど
ち
ら
に
で
も
ふ
さ
わ
し
い

名
称

表
彰　

入
賞
３
点
＝
図
書
カ
ー
ド
５
千
円
分

発
表　

平
成
30
年
２
月
頃
、
入
賞
者
に
通
知

す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表

※
同
一
名
称
が
複
数
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す

募
集
期
間　

平
成
30
年
１
月
10
日
㈬
ま
で

（
消
印
有
効
）

申
作
品
１
点
と
そ
の
読
み
方
、
名
称
の
簡
単

な
説
明
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
載

し
て
、
郵
送
ま
た
は
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
に

設
置
し
た
応
募
箱
に
提
出

宛
先　

〒
７
４
１
―
０
０
８
１　

横
山
二
丁

目
６
―

51

問
文
化
財
保
護
課
☎
㉘
５
３
５
３

外
国
文
化
講
座
～
韓
国
～

日
時　

11
月
18
日
㈯　

10
時
～
14
時　

場
所　

中
央
公
民
館

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

内
容　

○
韓
国
語
の
言
葉
紹
介　

○
民
族
衣

装
試
着
体
験　

○
韓
国
料
理
教
室

料
金　

５
０
０
円
（
料
理
教
室
材
料
費
）

申
問
山
口
県
岩
国
日
韓
親
善
協
会
　

☎
㉑
８
０
７
４

空
き
家
無
料
相
談
会

日
時　

11
月
23
日
㈷　

10
時
～
12
時

場
所　

（
一
社
）山
口
県
宅
建
協
会
岩
国
支
部

（
山
手
町
一
丁
目
９
―

16　

安
田
ビ
ル
２
０

３
）

内
容　

宅
地
建
物
取
引
士
に
よ
る
個
別
相
談

会料
金　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

問
（
一
社
）山
口
県
宅
建
協
会
岩
国
支
部

☎
㉓
０
６
２
１

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

●
岩
国
市
中
小
企
業
振
興
基
本
計
画
（
案
）

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
も
の
お
よ
び
納
税

義
務
を
有
す
る
も
の

閲
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

商
工
振
興
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考
え
方
を
付
け

て
公
表
予
定（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

募
集
期
間　

11
月
２
日
㈭
～
12
月
１
日
㈮

（
消
印
有
効
）

申
所
定
の
意
見
提
出
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名

▲産んだばかりの卵を抱く
　シロヘビ

募　

集

講
演
・
講
座

広告
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男
女
共
同
参
画
講
座

●
防
災
・
減
災 

助
け
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
～

親
子
の
心
の
ケ
ア
―

そ
し
て
受
援
力
っ
て
!?

～日
時　

11
月
26
日
㈰　

13
時
～

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

２
０
０
人
程
度

講
師　

吉
田
穂
波
氏
（
神
奈
川
県
立
保
健
福

祉
大
学
保
健
福
祉
学
科
准
教
授
）　

募
集
期
間　

11
月
22
日
㈬
ま
で

申
氏
名
、
電
話
番
号
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電

話
で
男
女
共
同
参
画
室
へ

※
無
料
託
児
あ
り（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

申
問
男
女
共
同
参
画
室
☎
㉙
５
３
４
０

FAX

㉑
１
６
６
０

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

12
月
10
日
㈰　

13
時
30
分
～
16
時

（
開
場
＝
13
時
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

大
会
議
室

内
容　

○
講
演
「
ひ
き
こ
も
り
家
庭
の
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
～
い
ま
家
族
が
で
き
る
こ
と
～
」

講
師
＝
五い

お

が

わ

百
川
篤
子
氏
（
特
定
社
会
保
険
労

務
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

○
講
演
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
対
応
～
本

人
へ
の
関
わ
り
方
と
家
族
の
で
き
る
こ
と

～
」
講
師
＝
原
田
豊
氏
（
鳥
取
県
立
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
、
精
神
科
医
）

料
金　

無
料

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

問
山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
―

２
７
―

３
４
８
０

岩
国
市
健
康
セ
ミ
ナ
ー

●
生
活
習
慣
病
予
防
運
動
編
「
実
践
！ 

お

と
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
」

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

11
月
27
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

内
容　

ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
に
つ
い
て
の
講

話
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
実
技

講
師　

柴
田
忠
彦
氏
（
１
級
ラ
ジ
オ
体
操
指

導
士
）

料
金　

無
料

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー

ズ
、
タ
オ
ル

申
問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

健
康
づ
く
り
教
室

●
運
動
編

対
象　

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
運
動
に
取
り

組
み
た
い
人

日
時　

11
月
20
日
㈪　

９
時
20
分
～
11
時
30

分場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

40
人

内
容　

運
動
の
効
果
に
つ
い
て
の
講
話
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
実
技

料
金　

無
料

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
ロ
ン
グ
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間　

11
月
16
日
㈭
ま
で

●
食
事
の
調
理
実
習
編

対
象　

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
食
事
の
改
善

に
取
り
組
み
た
い
人

日
時　

11
月
29
日
㈬　

９
時
20
分
～
11
時
30

分場
所　

岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

24
人

内
容　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い
て
の

講
話
と
野
菜
料
理
の
調
理
実
習
（
試
食
）

料
金　

無
料

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、バ
ン
ダ
ナ
（
三
角
巾
）、

手
拭
き
タ
オ
ル

募
集
期
間　

11
月
22
日
㈬
ま
で

申
問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

▲吉田穂波氏

広告
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市
民
活
動
さ
ぽ
ー
と
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
級
編
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
～
「
人
と

人
を
つ
な
ぐ
」「
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
」「
人

と
街
を
つ
な
ぐ
」
コ
ツ
～

対
象　

地
縁
団
体
、
市
民
活
動
団
体
、
行
政

な
ど
で
活
動
し
て
い
る
市
民

日
時　

①
12
月
２
日
㈯　

14
時
～
17
時　

②

12
月
３
日
㈰　

９
時
～
12
時

場
所　

①
介
護
老
人
福
祉
施
設
ヴ
ィ
ー
タ

（
麻
里
布
町
三
丁
目
５
―

30
）
②
中
央
公
民

館　

第
５
講
座
室

定
員　

30
人
（
要
予
約
）

内
容　

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上

と
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付

け
る　

②
地
域
と
人
を
つ
な
ぐ
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
タ
ー
の
役
目
と
手
法

講
師　

岩
永
真
一
氏
（
福
岡
テ
ン
ジ
ン
大
学

学
長
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
）

料
金　

３
０
０
円
（
両
日
合
わ
せ
て
）

申
問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
㊹
０
２
８
８

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
研
修

対
象　

新
し
い
総
合
事
業
に
お
い
て
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に
所
属
す
る

（
予
定
を
含
む
）
人
や
生
活
支
援
に
関
す
る

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
人

日
時　

12
月
１
日
㈮
・
２
日
㈯
・
８
日
㈮
・

９
日
㈯
・
15
日
㈮
・
22
日
㈮
　
９
時
30
分
～

16
時
30
分

※
変
更
の
場
合
あ
り

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

特
別
会
議
室

定
員　

40
人
（
多
数
の
場
合
は
調
整
あ
り
）

内
容　

新
し
い
総
合
事
業
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
必
要
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る

料
金　

無
料

募
集
期
間　

11
月
17
日
㈮
ま
で

申
所
定
の
申
込
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
山
口
県
長
寿
社

会
課
へ
提
出

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.k
a
ig

o
.p
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f.y

a
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a
g
u
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h
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1
6
5
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a
1
3
4
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f.y
a
m

a
g
u

c
h
i.lg
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問
山
口
県
長
寿
社
会
課
☎
０
８
３
―

９
３
３

―

２
７
７
４

FAX
０
８
３
―

９
２
２
―

３
０
２
２

岩
国
総
合
支
援
学
校
文
化
祭

日
時
　
11
月
11
日
㈯　

９
時
30
分
～
15
時

場
所　

岩
国
総
合
支
援
学
校

内
容　

小
・
中
学
部
、
高
等
部
の
演
劇
（
９

時
30
分
～
）、
児
童
・
生
徒
が
制
作
し
た
陶

芸
品
・
木
竹
工
品
・
手
芸
品
・
有
機
低
農
薬

野
菜
な
ど
の
展
示
や
販
売
（
13
時
～
）

問
岩
国
総
合
支
援
学
校
☎
㊸
４
３
３
１

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

●
ス
ペ
イ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス"U

ウ

ナ

na
 N

ナ

ビ

ダ

ド

a
v
id

a
d
 

e

エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

spa
nola

"

対
象　

県
内
に
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
（
母

子
・
父
子
）
の
親
と
子
（
年
齢
問
わ
ず
）

日
時　

12
月
16
日
㈯　

10
時
～
15
時

場
所　

山
口
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
口
市
）

定
員　

10
家
族
程
度

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

ス
ペ
イ
ン
出
身
の
県
国
際
交
流
員
が

ス
ペ
イ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
紹
介

料
金　

大
人
＝
５
０
０
円
、
小
人
＝
３
０
０

円募
集
期
間　

11
月
29
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

申
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

希
望
の
ケ
ー
キ
（
イ
チ
ゴ
シ
ョ
ー
ト
・
チ
ョ

コ
・
チ
ー
ズ
の
中
か
ら
選
択
）、
年
齢
、
子
供

の
学
年
、
日
中
連
絡
の
取
れ
る
電
話
番
号
を

明
記
の
上
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
と
記
入
し
、

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
提
出

※
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は
、
事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

宛
先　

〒
７
５
３
―

０
０
５
４　

山
口
市
富

田
原
町
４
―

58

問
山
口
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
―

９
２
３
―

２
４
９
０

　
０
８
３
―

９
２
３
―

２
４
９
９

第
１
回
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
福
祉
と
地
域
を
結
ぶ
～

●
心
身
障
害
者（
児
）理
解
促
進
研
修
・
啓
発

事
業

日
時　

12
月
３
日
㈰　

10
時
30
分
～
15
時
30

分場
所　

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

内
容　

○
障
害
者（
児
）
の
皆
さ
ん
も
参
加

す
る
「
ひ
か
り
コ
ン
サ
ー
ト
」（
10
時
45
分

～
12
時
30
分
）　

○
映
画
「
ペ
ッ
ト
」
上
映

（
13
時
30
分
～
15
時
30
分
）

○
障
害
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー　

○
福
祉

作
業
所
な
ど
の
展
示
体
験
コ
ー
ナ
ー　

○
喫

茶
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

※
コ
ン
サ
ー
ト
開
演
中
、
映
画
上
映
中
の
無

料
託
児
が
あ
り
ま
す
。
11
月
17
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

料
金　

無
料

申
問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

FAX

イ
ベ
ン
ト
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子
育
て
女
性
な
ど
を
対
象
に
し

た
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

対
象　

就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
女
性
な
ど

※
託
児
無
料
（
就
学
前
児
童
が
対
象
）

日
時　

11
月
28
日
㈫　

13
時
～
16
時

場
所　

岩
国
商
工
会
議
所　

４
階

定
員　

15
人

内
容　

就
職
に
つ
な
が
る
機
会
を
提
供
し
、

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
気
軽
な
交
流
、
面

談
を
行
う

※
ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
前
研
修
が
11
月
14

日
㈫
に
10
時
～
12
時
ま
で
岩
国
商
工
会
議
所

４
階
で
行
わ
れ
ま
す

※
雇
用
保
険
の
求
職
活
動
実
績
と
な
り
ま
す

料
金　

無
料

募
集
期
間　

11
月
13
日
㈪
ま
で

申
問
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ
学
院
Ｙ
Ｉ
Ｃ
保
育
＆

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
（
県
委
託
事
業
者
）

☎
０
８
３
３
―

４
８
―

９
２
１
５

山
口
き
ら
め
き
企
業
の
魅
力
発

見
フ
ェ
ア
（
Ｊ
ｏ
ｂ
フ
ェ
ア
）

対
象　

大
学
生
、
短
大
生
、
高
専
学
校
生
、

専
修
学
校
生
、
各
種
学
校
生
、
高
校
生
、
保

護
者
、
教
職
員
、
一
般

日
時　

11
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時

場
所　

山
口
大
学
（
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
第

１
体
育
館
（
山
口
市
）

内
容　

世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
企
業
や
放
送

局
、
金
融
機
関
、
製
造
業
な
ど
の
県
内
企
業

70
社
以
上
が
集
結
し
、
製
品
や
技
術
な
ど
の

魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

料
金　

無
料

申
11
月
16
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
専
用
サ
イ

ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
も
可

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

:/
/
u

r0
.p

w
/
F

y
i8

問
Ｃ
Ｏ
Ｃ
+
事
業
推
進
本
部（
山
口
大
学
内
）

☎
０
８
３
―

９
３
３
―

５
４
７
８

岩
国
で
就
職
し
た
い
！

　

「
若
者
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト
」

　

地
元
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、
市
内
で
の

就
職
を
希
望
・
検
討
す
る
若
者
を
対
象
に「
就

活
セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in

い
わ
く
に
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
お
お
む
ね
39
歳
ま

で
の
求
職
者
お
よ
び
平
成
30
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
す
る
予
定
の
人

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

●
就
活
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

①
11
月
８
日
㈬　

10
時
～
12
時　

②

11
月
27
日
㈪　

14
時
～
16
時

定
員　

各
20
人
程
度
（
要
事
前
申
込
）

内
容　

①
＝「
未
来
を
ひ
ら
く
ハ
ッ
ピ
ー

キ
ャ
リ
ア
」
職
業
カ
ー
ド
を
分
類
し
て
、
自

分
が
ど
ん
な
職
業
を
好
む
傾
向
に
あ
る
の
か

が
分
か
る　

②
＝「
面
接
で
役
立
つ
企
業
の

本
音
教
え
ま
す
」
市
内
事
業
所
の
人
事
採
用

担
当
の
協
力
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
人
事
採
用
担
当
者
が
面
接
に
お
い
て
重

視
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
伝
え
る

●
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
い
わ
く
に

日
時　

12
月
８
日
㈮　

13
時
30
分
～
16
時
30

分定
員　

10
人
程
度（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

内
容　

短
い
時
間
で
自
分
自
身
を
参
加
企
業

に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
求
職
者
は
今
ま

で
の
経
歴
や
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

自
己
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
参
加
企
業

は
興
味
を
持
っ
た
求
職
者
に
オ
フ
ァ
ー
し
、

早
期
の
採
用
内
定
に
つ
な
げ
る

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
商
工
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
０

㈱
日
本
マ
ン
パ
ワ
ー
☎
０
８
３
―

９
７
６
―

４
０
９
６

岩
国
～
錦
町
と
こ
と
こ
サ
イ
ク

リ
ン
グ 

w
i
t
h  

錦
川
鉄
道

　

錦
川
鉄
道
を
利
用
し
た
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ

ン
を
実
施
し
ま
す
。「
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
」

を
自
転
車
で
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　

Ａ
コ
ー
ス
＝
中
学
生
以
上
（
ス
ポ
ー

ツ
車
限
定
）　

Ｂ
コ
ー
ス
＝
小
学
生
可
（
一

般
の
自
転
車
可
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
）

日
時　

12
月
３
日
㈰　

８
時
30
分
～
16
時

場
所　

吉
香
公
園
～
清
流
新
岩
国
駅
～
錦
町

駅
～
雙そ

う

づ津
峡
温
泉
駅
～
吉
香
公
園

コ
ー
ス　

①
Ａ
コ
ー
ス
＝
行
き
の
み
錦
川
鉄

道
を
利
用
、
約
58
㎞

②
Ｂ
コ
ー
ス
＝
往
復
と
も
錦
川
鉄
道
を
利

用
、
約
28
㎞

定
員　

①
＝
30
人　

②
＝
10
人（
各
先
着
順
）

料
金　

①
＝
３
５
０
０
円　

②
＝
４
千
円

（
小
学
生
＝
２
８
０
０
円
）

※
雙
津
峡
温
泉
駅
で
弁
当
を
用
意
し
ま
す

※「
き
ら
ら
夢
ト
ン
ネ
ル
」の
み
走
行
の
コ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。（
錦
川
鉄
道
利
用
、
弁
当

な
し
、
錦
町
駅
集
合
、
料
金
＝
１
２
０
０
円
）

詳
し
く
は
資
料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い

申
問
山
口
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

☎
�
０
２
１
５　
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岩
国
市
場
ま
つ
り

日
時　

11
月
12
日
㈰　

７
時
30
分
～
14
時

（
開
門
＝
６
時
45
分
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
＝
７
時
30
分
、
販
売
開
始
＝
８
時
）

※
雨
天
決
行

場
所　

地
方
卸
売
市
場

※
Ｊ
Ｒ
南
岩
国
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
岩
国
地
区

消
防
組
合
音
楽
隊
演
奏
、
岩
国
太
鼓
保
存
会
、

岩
国
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
ク
イ
ズ
大

会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
大
抽
選
会
）

○
協
賛
団
体
に
よ
る
出
展
（
防
災
フ
ェ
ア
、

健
康
・
食
育
、
白
蛇
な
ど
）

○
各
種
出
店
（
農
林
水
産
物
の
展
示
即
売
、

模
擬
せ
り
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
郷
土
料
理

な
ど
の
展
示
即
売
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
な
ど
）

問
生
産
流
通
課
☎
㉜
７
３
５
５

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

●
ち
ょ
っ
ぴ
り
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
と
江

田
島
・
呉
を
巡
る
日
帰
り
ツ
ア
ー

日
時　

12
月
２
日
㈯　

８
時
50
分
～
18
時
30

分集
合
・
解
散
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
15
人

内
容　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
（
小
用
港
～

海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
）、
海
上
自
衛

隊
第
１
術
科
学
校
見
学
、昼
食
（
割
烹
大
学
）、

入
船
山
記
念
館
見
学
、
夕
呉
ク
ル
ー
ズ
で
の

護
衛
艦
見
学
（
呉
港
）

料
金　

６
千
円
（
交
通
費
、
昼
食
代
込
み
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー

ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
営
業
所

問
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
営

業
所
☎
０
８
２
―

８
３
１
―

８
０
０
５

観
光
列
車「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
で

行
く 

周
東
食
肉
フ
ェ
ア
の
旅

日
時　

11
月
26
日
㈰　

徳
山
駅
発
＝
10
時
30

分
頃
～
櫛
ヶ
浜
駅
発
＝
10
時
35
分
頃
～
周
防

花
岡
駅
発
＝
10
時
40
分
頃
～
周
防
高
森
駅
着

＝
11
時
10
分
頃
～
会
場
～
周
防
高
森
駅
発
＝

15
時
15
分
頃
～
周
防
花
岡
駅
着
＝
15
時
35
分

頃
～
櫛
ヶ
浜
駅
着
＝
15
時
40
分
頃
～
徳
山
駅

着
＝
15
時
45
分
頃

※
雨
天
決
行

※
復
路
は
、
定
期
便
で
の
利
用
も
で
き
ま
す

定
員　

90
人
（
先
着
順
）

料
金　

20
歳
以
上
＝
２
５
０
０
円
、
20
歳
未

満
＝
２
千
円
、
小
学
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

※
食
券
３
券
セ
ッ
ト
・
Ｊ
Ｒ
岩
徳
線
往
復
運

賃
・
車
内
飲
食
代
な
ど

募
集
期
間　

11
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
ま
で

申
問
㈱
日
本
旅
行
徳
山
支
店

☎
０
８
３
４
―

２
２
―

１
７
７
１

第
２
回
と
お
り
ゃ
ん
せ
ご
縁
市

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な
ど
の
出
店
で
、
市

内
外
か
ら
の
人
と
人
と
の
交
流
（
ご
縁
）
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

日
時　

11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰　

10
時
～
15

時

※
雨
天
中
止

場
所　

高
森
天
満
宮
境
内
（
周
東
町
下
久
原

１
４
７
５
―

１
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い

問
岩
国
西
商
工
会
周
東
支
所
☎
�
０
１
８
３

炭
焼
き
作
業
を

　
　
　
　

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

11
月
26
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時

※
小
雨
決
行

場
所　

錦
町
広
瀬
原
地
区

定
員　

20
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

内
容　

○
炭
焼
き
体
験
作
業
（
窯
出
し
、
炭

切
り
、
窯
入
れ
）
○
昼
食
交
流
会
（
木
炭
を

使
用
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

※
木
炭
１
㎏
の
土
産
付
き

料
金　

中
学
生
以
上
＝
千
円
、
幼
児
・
小
学

生
＝
５
０
０
円

募
集
期
間　

11
月
17
日
㈮　

17
時
ま
で

申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
フ
ァ
ク
ス
で
錦
町
林
業
振
興
会
事
務
局

へ
提
出

※
保
険
に
加
入
す
る
た
め
、
申
し
込
み
の
際

は
必
ず
年
齢
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

問
錦
町
林
業
振
興
会
事
務
局

☎　

�
３
２
０
０

FAX

▲呉の夕日

▲入船山記念館

▲昨年の周東食肉フェア
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プ
レ
イ
ル
ー
ム

　
　
　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
!!

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

11
月
24
日
㈮　

９
時
30
分
～
11
時

場
所　

灘
供
用
会
館

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

11
月
１
日
㈬　

10
時

申
問
こ
ど
も
館
☎
㉔
０
８
８
８

岩
国
錦
帯
橋
空
港
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

　

今
年
で
開
港
５
周
年
を
迎
え
る
岩
国
錦
帯

橋
空
港
。
本
物
の
も
み
の
木
に
飾
ら
れ
た
迫

力
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
空
港
の
光
庭
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
点

灯
式
も
開
催
し
ま
す
。

点
灯
式　

11
月
21
日
㈫　

18
時
～

点
灯
期
間　

11
月
21
日
㈫
～
12
月
25
日
㈪

場
所　

岩
国
錦
帯
橋
空
港
内

※
駐
車
料
金
は
１
時
間
以
内
無
料

問
岩
国
商
工
会
議
所
青
年
部
☎
㉑
４
２
０
１

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
in
ゆ
う

場
所　

由
宇
文
化
会
館

●
展
示
部
門

日
時　

11
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　

９
時
～
16

時料
金　

無
料

●
芸
能
部
門

日
時　

11
月
４
日
㈯　

９
時
～
16
時

料
金　

無
料

●
映
画
上
映
「
ふ
た
り
の
桃
源
郷
」

日
時　

11
月
５
日
㈰　

13
時
～

料
金　

一
般
＝
千
円
、
文
化
協
会
会
員
＝

８
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
教
育
委
員
会
由
宇
支
所
☎
�
０
１
２
１

じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

　
　
　
　
　
　
　

in
い
わ
く
に

日
時　

11
月
21
日
㈫　

13
時
～
16
時

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
（
駐
車
場
の
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

満
車
の
場
合
は
周
辺
の
有
料
駐
車
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
）

内
容　

入
賞
者
の
表
彰
、
特
選
作
文
・
詩
の

朗
読

●
記
念
講
演
「
い
の
ち
を
食
べ
て
、
い
の
ち

は
生
き
る
」

講
師　

纐は
な
ぶ
さ纈

あ
や
氏
（
映
画
監
督
）

問
人
権
課
☎
㉙
５
０
８
０

異
文
化
と
の
出
会
い
と

　
　
　
　
　
　
　

交
流
の
歴
史

日
時　

11
月
12
日
㈰　

14
時
～
16
時

場
所　

由
宇
歴
史
民
俗
資
料
館　

２
階
研
修

室定
員　

25
人

内
容　

世
界
の
歴
史
を
た
ど
り
、
情
報
の
基

礎
知
識
を
探
る

講
師　

二
階
堂
泰や

す
ま
さ全

氏
（
仮
説
実
験
授
業
研

究
会
全
国
委
員
）

料
金　

大
人
＝
１
０
０
円
、
小
・
中
学
生
＝

50
円
（
入
館
料
と
し
て
）

申
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
人
数
を
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

教
育
委
員
会
由
宇
支
所
へ

問
教
育
委
員
会
由
宇
支
所
☎
�
０
１
２
１

　

�
１
３
１
４

11
月
の
献
血

１
日
㈬　

○
岩
国
市
役
所　

10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

３
日
㈷　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時
　

14
日
㈫
　
○
岩
国
警
察
署　

９
時
30
分
～
11

時
、
12
時
15
分
～
15
時
30
分　

○
カ
ワ
ト
Ｔ
．

Ｐ
．
Ｃ
本
社
（
玖
珂
）　

10
時
30
分
～
12
時

30
分

15
日
㈬
　
○
岩
国
税
務
署
（
岩
国
法
人
会
）

10
時
～
15
時
30
分

26
日
㈰
　
○
周
東
ふ
れ
あ
い
広
場
（
食
肉
フ

ェ
ア
）　

９
時
30
分
～
12
時
30
分
、
13
時
45

分
～
15
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

FAX

献　

血



広報いわくに 28

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
ダ
ー
ツ
選
手
権
！

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

11
月
25
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

16
人

内
容　

発
射
台
か
ら
勢
い
よ
く
飛
び
出
す
ダ

ー
ツ
で
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
る

料
金　

無
料

募
集
開
始　

11
月
12
日
㈰　

９
時

※
申
込
開
始
日
の
９
時
30
分
ま
で
に
定
員
を

超
過
し
た
場
合
は
抽
選

●
冬
の
大
三
角
と
オ
リ
オ
ン
大
星
雲

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

12
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

中
央
図
書
館

定
員　

16
人

内
容　

冬
の
代
表
的
な
星
座
を
発
光
ダ
イ
オ

ー
ド
で
作
り
キ
ラ
キ
ラ
光
ら
せ
る

料
金　

無
料

募
集
開
始　

11
月
19
日
㈰　

９
時

※
申
込
開
始
日
の
９
時
30
分
ま
で
に
定
員
を

超
過
し
た
場
合
は
抽
選

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目
　
☎
㊶
０
４
５
２

企
画
展

●
没
後
１
５
０
年
記
念 

吉
川
経つ

ね
ま
さ幹

～
維
新

前
夜
～

期
間　

12
月
24
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　

９
時
～
17
時
（
11
月
11
日
㈯
・

12
日
㈰
は
19
時
30
分
ま
で
）

内
容　

明
治
維
新
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
12
代
岩
国
領
主
吉
川
経
幹
に
つ
い

て
紹
介

※
11
月
11
日
㈯
は
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す

郷
土
史
研
究
会

●
幕
末
の
吉
川
家
と
薩
摩
藩

日
時　

11
月
19
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

田
中
洋
一
氏
（
下
関
市
立
歴
史
博
物

館
学
芸
員
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
吉
川
玖
珂
次
郎
の
婿
入
江
戸
行
道
中
日
記

日
時　

11
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目
　
☎
㉒
０
４
９
０

女
性
の
つ
ど
い
フ
ェ
ス
タ

日
時　

11
月
11
日
㈯　

10
時
～
14
時

内
容　

各
種
講
座
の
発
表
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
）、
作
品
展
示
（
絵
手
紙
、

刺
し
ゅ
う
、
創
作
花
×
ク
ラ
フ
ト
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
な
ど
）、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
お

茶
席
、
無
料
着
付
け
体
験
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
）、
即
売
会
（
刺
し
ゅ
う
、
ク
ラ
フ

ト
な
ど
）

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
11

月
６
日
㈪
～
22
日
㈬

玖
珂
町
　
☎
�
０
２
３
０

グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
の
休
館

　

プ
ー
ル
補
修
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
は

休
館
し
ま
す
。

期
間　

11
月
６
日
㈪
～
22
日
㈬

※
11
月
23
日
㈷
か
ら
通
常
営
業
し
ま
す

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス

働
く
婦
人
の
家

科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
徴
古
館
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～
（
開
場
は
上
映
の
20
分
前
）

※
14
時
の
回
は
日
本
語
字
幕
付
き

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

料
金　

【
自
由
席
】
大
人
＝
千
円
、
小
人
＝

８
０
０
円
（
３
歳
～
高
校
生
ま
で
）

※
当
日
は
２
０
０
円
増
し

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
�
１
４
０
０

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
講
座

日
時　

①
11
月
10
日
㈮　

②
11
月
18
日
㈯　

10
時
～
16
時

場
所　

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

図
書
室

定
員　

①
②
＝
各
10
人

講
師　

礒
部
尚
子
氏

料
金　

３
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）

持
参
品　

裁
縫
道
具（
は
さ
み
、針
、待
ち
針
）

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

料
金　

千
円
（
材
料
費
）

募
集
開
始　

11
月
９
日
㈭　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目
　
☎
㉙
１
６
０
０

映
画
上
映

　
　
　

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」

　

広
島
出
身
の
こ
う
の
史
代
氏
の
漫
画
を
原

作
と
す
る
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
。
戦

時
中
の
広
島
県
呉
市
を
舞
台
に
、
あ
る
一
家

に
嫁
い
だ
少
女
が
戦
禍
の
激
し
く
な
る
中
で

懸
命
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
姿
を
追
い
掛

け
る
。（
上
映
時
間
１
２
８
分
）

日
時　

11
月
19
日
㈰　

①
11
時
～　

②
14
時

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

㊡
な
し

平
田
一
丁
目
　
☎
㉜
７
４
１
１

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

●
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

生
後
２
カ
月
～
２
歳
の
子
と
そ
の
親

日
時　

隔
週
水
曜
（
月
２
回
）　

10
時
～
11

時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

15
組

料
金　

１
０
２
０
円
／
回

募
集
開
始　

11
月
１
日
㈬
～
随
時

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

毎
週
金
曜　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

20
人

内
容　

初
心
者
向
け
社
交
ダ
ン
ス

料
金　

３
５
９
０
円
／
月

持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
開
始　

11
月
１
日
㈬
～
随
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目
　
☎
㊸
０
１
７
４

ち
ょ
っ
と
体
験
講
座

●
か
わ
い
く
て
お
い
し
い
デ
コ
カ
ッ
プ
ケ
ー

キ対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

12
月
１
日
㈮　

10
時
～
12
時

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
村
奈
緒
子
氏
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
デ
コ
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
認
定
講
師
）

料
金　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル

募
集
開
始　

11
月
７
日
㈫　

９
時

●
癒
し
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
♪
～
新
感
覚
の
フ

ラ
ワ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
を
作
ろ
う
～

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

12
月
11
日
㈪　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

講
師　

畔
く
ろ
や
な
ぎ柳

直
美
氏
（
Ｊ
Ｈ
Ａ
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
協
会
認
定
講
師
）

中
央
公
民
館

岩
国
運
動
公
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

©こうの史代・双葉社／『この世界の片隅に』制作委員会
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2
8
0
　
広
報
い
わ
く
に

古
紙

パ
ル
プ
配

合
率

7
0
％

再
生

紙
を

使
用

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

「収穫の時期」

多田　幸枝さん（多田）

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

１月１日号募集期限　11月24日（必着）

理
な
ど
裏
方
と
し
て
地
道
な
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
方
々
へ
の
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

由
宇
球
場
に
は
、
私
も
機
会
あ
る
た
び

に
観
戦
に
訪
れ
ま
す
が
「
早
く
一
軍
に
上

が
れ
る
よ
う
に
」
と
大
き
な
声
援
を
送
る

フ
ァ
ン
の
熱
い
思
い
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
フ
ァ
ン
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
、
由
宇
町
観
光
協
会
や
カ
ー
プ

由
宇
協
力
会
と
共
に
、
カ
ー
プ
球
団
の
協

力
を
得
て
、
握
手
会
や
野
球
教
室
な
ど
年

４
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
、
カ
ー
プ
球
団
の
２
軍
本

拠
地
が
市
内
に
あ
る
こ
と
を
大
き
な
財
産

と
し
て
捉
え
「
カ
ー
プ
タ
ウ
ン
ゆ
う
」
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Vol.99市長夢日記
　

圧
倒
的
な
強
さ
で
セ
・
リ
ー
グ
を
連
覇

し
た
広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
、
２
軍
の
ウ
エ

ス
タ
ン
・
リ
ー
グ
で
も
、
若
鯉
の
活
躍
で

26
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
初
の
日
本
一
に
も

輝
き
ま
し
た
。

　

カ
ー
プ
球
団
の
由
宇
球
場
が
で
き
て
、

来
年
３
月
に
は
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
由
宇
協
力
会
を
中
心

に
「
カ
ー
プ
愛
」
の
下
、
球
場
周
辺
の
整

 福田 良彦
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